
 

 
 
 
 

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７/16日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・中高一貫教育の特

色を活かした教育

課程を策定し、知

的好奇心を引き出

し、高い学力と志

を身に付けさせ

る。 

・探究学習を中心に

カリキュラム・マ

ネジメントを展開

し、「自ら考え・

調べる」姿勢を育

成する。 

・主体的・対話的で

深い学びを重点研

究し、言語活動の

充実を図りながら

科学的根拠に基づ

く論理的思考力、

及びSTEAM教育等を

通して表現力を育

成する。 

・グローバル社会に

求められる英語運

用能力向上を目指

すとともに、様々

な価値観を持つ

人々との相互理解

を推進する。 

①思考力・判断

力・表現力を

高める振返り

シートと評価

方法や評価の

手立てを整理

する。また、

各教科で中高

一貫教育の６

年間の教育課

程を整理す

る。 

  

  

②英語運用能力

の更なる向上

を目指す。 

  

③学校外との交

流を推進す

る。 

①「思考力・判断

力・表現力の育

成」および６年

間を見通した

「指導と評価の

一体化」を共通

テーマとして研

究を実践する。 

  

  

 

 

②英検受験、合格

率と GTEC スコ

ア、および共通

テスト平均点を

過去のデータと

検証し、現状分

析と目標を再設

定する。 

  

③特別土曜講座に

おいて、他校生

の参加を呼びか

けたり、生徒か

らの提案や意見

も吸い上げたり

する。 

①研究成果と教

科への還元は

どうであった

か。単元に係

る振返りを実

施し、生徒に

６年間の展望

を持った学習

姿勢を持たせ

ることができ

たか。 

 

②データの推移

と分析結果は

どうであった

か。 

  

③特別土曜講座

への参加者数

や参加校数に

変化は見られ

たか。また、

生徒からの提

案がどのくら

いあったか。 

① 「育成したい生徒像」
をルーブリックに言語
化する授業研究（プチ
探究）を実施した。職
員もこの手法に慣れ、
対話が活発化してい
る。また、前期課程の
「指導と評価の計画」
を見直し、各教科で6
年間の展望を持った学
習を再確認した。 

 
② 卒業時の英検準２級相

当取得率は100%であ
り、６年次で英検準1
級取得者の割合が15%を
超えた。 

 

③ 延べ10回で約300名
（ うち他校生60名
超）が参加した。生徒
要望で続く「チームを
動かす対話力」は毎回
内容を更新している。
また、好評につき継続
が決まった「Global 
Competency Camp＠
APU」説明会では、参加
生徒が越境体験の意義
を語った。 

① 学年ごとの育成したい
生徒像と教科の中で育
成したい能力をどのよ
うにつなげていくのか
が課題である。更なる
向上のためにこの方向
性を継続する必要があ
る。 

 
 
 
 
 
② 生徒に英語各資格・検

定試験を一層推奨する
とともに、保護者への
周知方法の徹底を図
る。 

 
③「School Cross」教育効

果の高さは実感してい
るものの、他校への参
加呼びかけや他校生の
参加のハードルの高さ
が課題である。 
さらに生徒を連れ出し
越境させる取り組みを
すすめたい。 

〇中等教育学校の強みを活かし
た体系的な教育課程の編成
や、探究活動を軸とした授業
改善の取り組みが高く評価で
きる。特に英語力の向上や、
特別講座・越境学習等を通じ
た生徒の主体性育成の成果は
大きい。一方で、ルーブリッ
ク評価については目的化を避
け、「育成したい生徒像」や
各教科の目標と結びつけた適
切な運用が求められる。今後
は、第一線で活躍する社会人
を講師に招くなど、生徒が将
来像を具体的に意識できる機
会の拡充を期待したい。ま
た、教員個々の持ち味や成長
を評価する視点も重要であ
る。 

① ルーブリックを活用し
た授業研究の定着によ
り、教員間の対話が活
発化し、６年間を見通
した指導の再確認が図
られた。 

 
 
 
 
 
 
 
② 英語資格取得や外部講

座の充実により、生徒
の主体性や英語力の向
上が見られた。一方
で、「育成したい生徒
像」と教科指導との接
続が十分とは言えず、
体系的整理が課題であ
る。 

① 各教科において育成
する資質・能力を明
確化し、ルーブリッ
クと関連付けた指導
の一層の充実を図
る。 
 
 
 
 
 
 
 

② 英語資格試験の受験
促進と保護者への周
知を徹底する。 
 
 
 

③ 他校連携や越境学習
の機会を拡充し、外
部との交流を強化す
る。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・自主自律を推奨

し、目標達成を諦

めない精神力と規

範意識、思いやり

をもって下級生を

指導するリーダー

意識を醸成する。 

 

・６年間を安全かつ

安心して過ごせる

よう、安全教育を

通じて支援・指導

を行う。 

 

 

 

 

 

①「挨拶をす
る」「時間を
守る」「整理
整頓する」の
３つを、生徒
に自主的に取
り組ませる。 

 
 
 
②事件や事故、
いじめ等を未
然に防ぐ。カ
ウンセリング
を積極的に活
用する。 

 
 
 

①「挨拶」「時間
を守る」「整理
整頓」の３つの
柱において、生
徒による自主的
取組を促す。 

 
 
 
②新たに月間指導
目標を設定し、
全教職員で指導
する。カウンセ
リングを公欠扱
いとする。 

①生徒一人ひと
りが、３つの
柱に対して自
主的に取り組
めたか。 

 
 
 
 
②生徒の様子と
生徒の評価は
どうであった
か。カウンセ
リングを受け
た生徒の経過
はどうか。 

 

① 行事を通して、生徒が
３つの柱を意識してい
る姿を見ることができ
た場面もあったが、日
常生活の様子を見る限
り、まだまだ課題も多
いように感じる。 

 
② 月間指導目標を設定

し、毎月全職員と共有
して指導にあたった。
カウンセリングを公欠
扱いとした。 

①部活動や行事の土台とな
る「３つの柱」の日常的
な構築を重視する。教職
員の働きかけに加え、生
徒会や委員会など、生徒
主体で３つの柱を呼びか
け合えるような仕組みづ
くりを探っていきたい。 

 
②盗難や交通マナーの指導
件数は改善されず、生徒
への目標浸透や意識向上
も不十分だった。引き続
き、面談や集会等のあら
ゆる場面で教職員が連携
して指導にあたる。一
方、カウンセリングを公
欠扱いにした結果、サポ
ートドックからの継続利
用者が微増した。 

〇「挨拶・時間・整理整頓」と
いった基本的生活習慣の定着
に向け、全教職員が足並みを
揃えて指導にあたっている姿
勢を評価する。また、カウン
セリングを公欠扱いとするな
ど、生徒に寄り添った支援体
制の強化も素晴らしい。課題
としては、近隣からの交通マ
ナー等に関する苦情への対応
が挙げられる。引き続き学校
全体で一貫した指導を継続
し、生徒自身の規範意識を高
める根気強い啓発が必要であ
る。また、今後の生徒支援に
おいては、すぐに答えが出な
い事態に耐えうる力（ネガテ
ィブ・ケイパビリティ）を育
む視点も取り入れていくこと
が望ましい。 

① 「挨拶・時間・整理整
頓」の３つの柱につい
て、行事等においては
意識した行動が見られ
るなど一定の成果が認
められた。・また、月
間指導目標の設定やカ
ウンセリングの公欠扱
いにより、全教職員に
よる指導の共有化と支
援体制の充実が図られ
た。 
 

② 日常生活における基本
的生活習慣の定着は十
分とは言えず、交通マ
ナーや規範意識に関す
る課題も依然として見
られる。 

① 生徒会や委員会活動
を活用し、生徒主体
による「３つの柱」
の定着に向けた取組
を推進する。 
 

② 面談や集会等あらゆ
る機会を通じて、教
職員が連携した継続
的な指導を行い、規
範意識の向上を図
る。 
カウンセリング等の
支援体制を引き続き
充実させるととも
に、関係機関との連
携を強化し、多様な
生徒支援に対応す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７/16日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・第一志望を諦めな
い進路指導を徹底
するとともに、５
教科受験での国公
立大を推奨し、60
名以上の現役合格
者を目指す。ま
た、国公立大や難
関大における現役
合格率 75％を目指
した段階的・体系
的な支援・指導を
行う。 

・キャリアパスポー
トを活用しなが
ら、高い志を維持
させるため、実
践・経験値を向上
させ、自己変容の
プロセスを重視し
たキャリアプラン
ニングを指導す
る。 

①第一志望を諦
めない進路指
導を推進す
る。 

 
 
 
 
②主体的取組と
してのコンテ
スト参加を引
き続き促す。 

①進路実績の分析
と指導体制を検
証する。 

 
 
 
 
②検定やコンテス
ト参加数調査を
継続して行う。 

①第一志望の進
路実現を達成
できたか。 

 
 
 
 
②参加者数はど
のように推移
したか？ 

 

① 進路に関するアンケー
トを実施し、生徒自身
による進路実現の達成
度を確認するととも
に、６年次の担任にも
指導体制について意見
を伺う。 

 
② sss 振返りを３月に実施

し、そのなかで検定や
コンテスト参加数の調
査を継続して行い、そ
の結果から推移を調査
する。 

③ 実際に生徒を支援して
いく学年団への支援が
グループの課題の一つ
と言える。実力テスト
の活用方法やその後の
支援、進路決定までの
面談体制など、引き続
き検討していく。 

 
③ 探究学習を中心とした

検定やコンテストが増
加傾向にある。企業独
自のものや教員の引率
を伴うものなど形態が
多様化しており、生徒
へ推奨する際の一定の
基準づくりが必要であ
る。 

〇生徒の進路意識を高める多様
な取り組みや、探究学習を起
点とした外部コンテスト等へ
の積極的な参加を評価する。
一方で、急増する検定やコン
テストについては、教員の負
担や生徒への推奨基準を学校
として整理していくという方
向性に賛同する。また、生徒
を直接指導する学年団への支
援体制の構築や、実力テスト
の効果的な活用、進路決定に
向けた面談体制の充実に引き
続き取り組まれたい。今後
は、各分野の第一線で活躍す
る社会人を講師として招くな
ど、生徒が自身の将来像や社
会人としてのキャリアをより
具体的に意識できるような機
会のさらなる拡充を期待す
る。 

① 進路アンケートの実施
等により、生徒自身の
進路実現に向けた意識
の把握と指導体制の検
証が図られた。一方
で、学年団への支援体
制や実力テストの活用
方法、進路決定に至る
までの面談体制の充実
が課題である。 
 

② 探究学習を基盤とした
検定・コンテストへの
参加が増加し、生徒の
主体的な取組や進路意
識の向上が見られた。
一方で、外部検定やコ
ンテストの多様化に伴
い、学校としての推奨
基準の整理が課題であ
る。 

① 学年団への支援体制
を強化し、組織的な
進路指導の充実を図
る。 
実力テストの分析と
活用方法を見直し、
指導に効果的に反映
させるとともに、面
談体制の充実を図
る。 
 

② 検定・コンテストの
推奨基準を整理し、
生徒への適切な情報
提供と指導の質の向
上を図る。探究活動
との関連を明確に
し、生徒の主体的な
進路選択につながる
取組を継続・発展さ
せる。 

４ 地域等との協働 

・地域交流から社会
貢献意識を醸成す
る。 

・神奈川県を代表す
る中高一貫校とし
ての魅力を発信
し、６年の学びの
意欲を引き出す広
報、開かれた学校
づくりを推進す
る。 

 
 
 
 

①校外活動を促
すとともに、
効果的な防災
訓練を実施す
る。 

 
 
②学校のミッシ
ョンを踏まえ
ながら、受検
者の視点を取
り入れた学校
案内を作成す
る。 

 

①南区役所地域振
興課と連携した
防災訓練を計
画、実施する。 

 
 
②生徒のアイデア
を活かした学校
案内を作成し、
説明会を企画す
る。 

①生徒の社会貢
献意識と防災
意識は向上し
たか。 

 
 
③ どのような

アイデアを
活かすこと
が で き た
か。 

① 地域貢献活動と避難訓
練はともに予定通りに
実施され、社会貢献意
識が向上したと答えた
生徒は８割後半、防災
意識が向上したと答え
た生徒は９割以上だっ
た。 
 

②学校説明会には、2,389
名の参加者があり、志願
者数は752名（4.70
倍）であった。 

 

① 地域貢献活動はアンケ
ートを基に内容を見直
す。また避難訓練で
は、生徒の防災意識向
上に加え、地域住民が
避難してきた際の学校
側の対応策を検討する
必要がある。 
 

② 学校説明会における
参加者に本校の求め
る生徒像を伝え、入
化学後の不一致を減
らす。 

〇地域行政と連携した防災訓練
や地域貢献活動を通じ、生徒
の社会貢献意識と防災意識が
高まっている点は評価でき
る。また、生徒のアイデアを
生かした学校案内づくりによ
り説明会参加者・志願者が増
加し、広報力も向上した。今
後は、近隣自治会等との交流
機会を設けるなど、学校側か
ら地域社会へ積極的に歩み寄
り、災害時の地域住民受入れ
体制を含めた協働のさらなる
深化を期待する。 

① 地域貢献活動や防災訓
練を計画的に実施し、
生徒の社会貢献意識お
よび防災意識の向上が
見られた。一方で、地
域住民の受入れを含め
た実践的な防災体制の
整備や、地域との連携
の更なる深化が課題で
ある。 
 

② 学校説明会の実施によ
り、多くの参加者を得
て広報活動の充実が図
られた。 

① 地域行政や自治会等
との連携を強化し、
実践的な防災体制の
構築を図る。 
地域と協働した取組
を継続・発展させ、
生徒の社会貢献意識
の更なる向上を図
る。 
 

② 本校の求める生徒像
の更なる発信と、入
学後のミスマッチ防
止に向けた取組を行
う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・業務を組織的に可
視化させ、効率向
上から働き方改革
を推進するととも
に、OJTを意識しな
がら職員相互の能
力向上を図る。 

・地域から信頼され
るため、職員一人
ひとりが県職員と
しての自覚を持
ち、不祥事防止に
全力で取り組む。 

 

 

 

 

 

 

①帰宅しやすい
環境づくりの
継続とスクラ
ップ提案等に
より、業務削
減に取り組
む。 

 
 
 
②同僚性の醸成
に継続的に取
り組み、不祥
事防止の意識
を高める。 

 

①試験前に会議を
設定しないとと
もに、採点シス
テムの運用およ
び「スクラップ
提案書」を継続
して実施する。  

  
 
②教員による不祥
事防止研修を継
続し、特に成績
処理に関する事
故防止に努め
る。コミュニケ
ーションの取り
やすい職場づく
りを重点目標と
する。 

①時間外勤務時
間や年休取得
数がどのよう
に変化した
か。 

 
 
 
 
②研修会は実施
できたか。ま
た職員同士の
コミュニケー
ションが増え
たか。 

① 「スクラップ提案」に
よる更衣室の空調整備
や整理整頓で、職場環
境が改善された。ま
た、業務サポーターへ
の業務委託を進めて負
担軽減を図り、年休取
得数も昨年より増加傾
向にある。 
 

② 不祥事防止の合言葉で
ある「風通しの良い職
場創り」「同僚性の醸
成」のもと、4 月から対
話中心の研修を多数実
施した。併せて、成績
処理の事故を防ぐた
め、毎回の試験期間に
は朝の打合せ等での確
認を徹底した。 

① 残業については、メン
バーが定着している状
況だが、業務量に偏り
があるというのが理由
ではないと思われる。
今後も帰宅しやすい環
境づくりを継続した
い。また、土日の部活
動に係る業務分担が課
題となる。 

 
② ４月当初の研修会はと

く新たな職場のメンバ
ーとなる着任者に有効
であると考える。一方
で新年度の準備や講師
の確保、春休みに大会
を実施する部活動など
がありその調整が難し
い。 

〇働き方改革や業務軽減（スク
ラップ提案の推進等）を通じ
た環境改善の成果が出ている
点を評価する。保護者への情
報発信（英語資格試験の周知
等）をさらに徹底し、家庭と
の連携を深めることが求めら
れる。「風通しの良い職場創
り」を通した同僚性の醸成に
より、引き続き不祥事防止や
成績処理のミス防止に学校全
体で取り組まれたい。 

① 「スクラップ提案」や
業務委託の活用によ
り、職場環境の改善や
業務負担の軽減が図ら
れ、年休取得数の増加
など一定の成果が見ら
れた。一方で、業務量
の偏りや部活動に係る
休日業務への対応が課
題として残っている。 
 

② 対話を重視した研修の
実施により、「風通し
の良い職場づくり」や
同僚性の醸成が進み、
不祥事防止や成績処理
に関する意識の向上が
図られた。一方で、年
度当初の研修実施にあ
たっては、準備や日程
調整に課題が見られ
る。 

① 業務の見直しと分担
の適正化を進め、業
務の平準化を図る。 
部活動に係る業務体
制の改善を検討し、
働き方改革を一層推
進する。 
 
 

② 計画的な研修実施に
向けて日程や内容の
精査を行い、効果的
な研修体制を構築す
る。 
引き続き対話を重視
した取組を推進し、
職員間のコミュニケ
ーションの活性化と
不祥事防止の徹底を
図る。 



 

 


